令和元年度第1回三重県公衆衛生審議会歯科保健推進部会 開催結果
１　日時　令和元年８月29日(木)13時～14時30分
２　場所　三重県歯科医師会館　教育センター
３　出席委員　福森哲也会長他11名（１名欠席）
４　議題
（１）三重県の歯科保健の現状「みえ歯と口腔の健康づくり年次報告（案）」について

＜事務局からの報告内容＞

・フッ化物洗口についての理解が深まるよう、保育所、幼稚園、学校等の関係者を対象にフッ化物応用研修、学校歯科保健先進地視察研修等を実施しました。また、モデル施設として保育所、幼稚園、こども園11園を指定し、施設においてフッ化物洗口を実施しました。

＜委員からの主な意見＞

・在宅における医科歯科連携が進むよう地域口腔ケアステーションの取組内容や窓口が分かるチラシなどにより医師会員に周知すること。

・小学校におけるフッ化物洗口の取組を県内に広げていくために、フッ化物洗口を実施している地域のむし歯の状況に関するデータを出していくこと。

＜意見に対する回答＞

・地域口腔ケアステーションのチラシを医師会員に配付し周知します。

・小学校におけるフッ化物洗口の取組事例やむし歯の状況に関するデータなどの情報発信により、今後、さらに小学校におけるフッ化物洗口の取組を広げていきたいと考えています。

（２）平成30年度地域口腔ケアステーションの実績について

＜三重県歯科医師会からの報告内容＞

・11郡市歯科医師会に地域口腔ケアステーションが設置され、13名のサポートマネージャーが活躍しています。

・地域口腔ケアステーションにおける連携件数は523件で、患者の年代構成は70歳以上が88％を占めています。

＜委員からの主な意見＞

なし

（３）令和元年度歯科保健推進事業について

＜事務局からの報告内容＞

・歯と口腔の健康づくりの取組が定着するよう、各ライフステージに応じた歯科保健講話や歯科保健指導の健康教育を実施していきます。

・地域口腔ケアステーションにサポートマネージャーを配置し、地域口腔ケアステーションと医療、介護関係者との連携により、地域で継続した歯科受診につなげる取組を実施していきます。

＜委員からの主な意見＞

・学校においては、むし歯だけでなく、歯肉炎や噛み合わせなどの歯科保健指導に取り組みたい。

・地域口腔ケアステーションの取組は地域により異なるが、各地域の状況を共有しながら推進すること。

＜対応の方向性＞

・学校での歯科保健に対する取組は必要と考えています。現在、学校歯科医に対する啓発にも取り組んでいるところです。

・全11地域口腔ケアステーションの担当者やサポートマネージャーが集まり協議会において情報共有していきます。

